
                         

   

   

『
令
和
五
年
度
第
二
回
障
害
者
雇
用

サ
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー
』
を
九
月
十
三
日
、 

《
埼
玉
県
障
害
者
ワ
ー
ク
フ
ェ
ア
２
０

２
３
》
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
四
年
ぶ
り

に
制
限
の
な
い
中
で
の
開
催
で
、
会
場
と

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
の
合
計
で
、
企
業
二
一

六
社
三
０
七
名
・
一
０
五
機
関
一
四
六
名

の
計
四
五
三
名
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

セ
ミ
ナ
ー

は
二
部
構
成

で
、
第
一
部

は
『
企
業
が

支
え
る
・
企

業
を
支
え
る

～
今
後
の
障

害
者
雇
用
の

展
開
を
ふ
ま

え
て
～
』
を

テ
ー
マ
に
独

立
行
政
法
人

高
齢
・
障
害
・

求
職
者
雇
用

支
援
機
構
（
Ｊ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
）
理
事
長
の
輪
島

忍
氏
と
埼
玉
県
立
大
学
名
誉
教
授
、
当
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー 

   

朝
日
雅
也
と
の
基
調
対
談
で
し
た
。 

続
い
て
第
二
部
で
は
、
事
例
発
表
『
障

害
者
雇
用
の
取
組
み
』
と
題
し
て
、
島
野

精
機
株
式
会
社
総
務
部
人
事
労
務 

本
多

智
氏
よ
り
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

後
日
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
今
後
の

障
害
者
雇
用
に
お
け
る
進
め
方
、
雇
用
の

量
と
質
を

あ
げ
る
こ

と
の
イ
メ

ー
ジ
が
つ

い

た

。
」

「
人
事
担

当
者
の
情
熱
を
、
現
場
の
意
見
も
踏
ま
え

た
現
状
と
活
用
で
き
る
制
度
の
分
析
を

も
と
に
、
周
囲
を
確
実
に
説
得
し
、
環
境

を
整
え
て
い
く
過
程
が
非
常
に
参
考
に

な
っ
た
」
な
ど
、
多
数
の
ご
感
想
を
頂
戴

し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ま
た
ワ
ー
ク
フ
ェ
ア
で
は
、
当
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
が
関
わ
っ
た
障
害
者
雇
用

取
り
組
み
企
業
一
三
二
事
業
所
の
支
援

事
例
を
、
パ
ネ
ル
展
示
で
紹
介
し
ま
し
た
。 

ボ
ッ
チ
ャ
や
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
体
験
の

で
き
る
ブ
ー
ス
も
設
け
、
大
野
県
知
事
を 

始
め
、
多
く
の
方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、 

         

      

大
盛
況
の
う
ち
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。 

    

令
和
五
年
七
月
二
十
五
日
、
朝
日
ビ
ジ

ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
株
式
会
社
を
会
場
に
、

『
障
害
者
雇
用
研
究
会
』・『
障
害
者
雇
用

企
業
見
学
会
及
び
情
報
交
換
会
』
を
開
催

し
ま
し
た
。
研
究
会
は
会
場
と
オ
ン
ラ
イ

ン
で
七
九
社
九
九
名
・
一
０
機
関
一
一
名

の
合
計
一
一
〇
名
、
見
学
会
等
は
十
五
社

二
十
一
名
の
皆
さ
ま
に
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

ニ
ュース

第
二
回 

障
害
者
雇
用
サ
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー
開
催 

雇用サポート
2023.秋号 

障
害
者
雇
用
研
究
会 

障
害
者
雇
用
企
業
見
学
会 

及
び
情
報
交
換
会 
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午
前
中
の
雇
用
研
究
会
で
は
、
埼
玉
県

教
育
局
の
中
村
勇
樹
氏
よ
り
『
特
別
支
援

学
校
か
ら
の

雇
用
を
考
え

る
』
を
テ
ー

マ
に
ご
講
演

い
た
だ
き
ま

し
た
。 

 

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
就
職
に
向
け
て
学

校
教
育
に
つ
い
て
具
体
的
に
知
る
こ
と

が
で
き
、
大
変
参
考
に
な
っ
た
」
な
ど
の

感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

午
後
の
企

業
見
学
会
で

は
、
朝
日
ビ

ジ
ネ
ス
サ
ポ

ー
ト
株
式
会

社 

代
表
取

締
役
社
長
の 

長
谷
川
穣
氏

と
厚
生
グ
ル

ー
プ
グ
ル
ー

プ
リ
ー
ダ
ー

黒
沢
利
仁
氏

よ
り
、
会
社
概
要
と
障
害
者
雇
用
の
取
組

み
に
つ
い
て
の
お
話
の
後
、
事
業
所
内
の

見
学
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

参
加
者
か
ら
は
「
就
労
時
の
休
憩
の
設

定
や
洗
濯
業
務
で
の
洗
濯
物
の
バ
ー
コ

ー
ド
処
理
な

ど
の
配
慮
や
、

業
務
の
切
出

し
方
が
参
考

に
な
っ
た
」
な

ど
の
感
想
が

寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

ま
た
、
情
報

交
換
会
は
『
発

達
障
害
者
の

職
場
定
着
の

た
め
に
』
と
い

う
題
目
で
、
独

立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用

支
援
機
構 
埼
玉
障
害
者
職
業
セ
ン
タ

ー
と
連
携
し
た<
事
業
主
支
援
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ>

と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。
主
幹

障
害
者
職
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
加
藤
有
騎

氏

に

よ

る

『
発
達
障
害

者
の
職
場
定

着
の
た
め
に
』

と
い
う
話
題

提
供
を
受
け
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
活
発
な
意
見
交

換
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

  

   

令
和
五
年
八
月
二
十
八
日
、『
企
業
の

障
害
者
指
導
ス
タ
ッ
フ
研
修
』
を
開
催
し

ま
し
た
。
参

加
は
、
企
業

二
十
一
社
二

十
七
名
で
し

た
。 埼

玉
障
害

者
職
業
セ
ン
タ
ー
主
任
障
害
者
職
業
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
三
浦
信
子
氏
に
よ
る
講
演

『
障
害
特
性
と
雇
用
上
の
配
慮
』
と
、『
障

害
者
の
力
を
引
き
出
す
た
め
の
か
か
わ

り
方
の
工
夫
』
を
テ
ー
マ
に
、
小
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
展

開
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
一
般
社
団
法
人
楓
会 

新
狭
山

か
え
で
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長 

関
口
隆
一
氏

に
は
、
『
精

神

障

害

の

理

解

～

就

労

支

援

に

あ

た

っ

て

知

っ

て

お

く
と
良
い
こ
と
～
』
を
テ
ー
マ
に
し
て
ご

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
の
質
疑

応
答
で
は
、
先
生
の
率
直
な
ご
回
答
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
学
び
を
深
め
ま
し
た
。 

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
各
障
害
の
特
性
、

配
慮
事
項
が
わ
か
り
や
す
か
っ
た
」
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
「
他
社
の
取
り
組

み
状
況
を
聴
く
こ
と
が
で
き
て
と
て
も

有
意
義
だ
っ
た
」
。「
医
学
的
観
点
か
ら
の

精
神
疾
患
の
話
で
理
解
が
深
ま
っ
た
」、

質
疑
応
答
で
は
「
先
生
の
豊
富
な
経
験
・

知
識
に
基
づ
く
応
答
は
、
大
変
興
味
深
く

参
考
に
な
っ
た
」
な
ど
、
多
く
の
感
想
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 
 

 

新狭山かえでクリニック 

関口隆一氏 

埼玉障害者職業センター 
三浦信子氏 

埼玉県 教育局 県立学校部 

特別支援教育課 
中村勇樹氏 

朝日ビジネスサポート株式会社 

 黒沢利仁氏            長谷川穣氏 

埼玉障害者職業センター 
加藤有騎氏 

事業所内の見学風景 

企
業
の
障
害
者
指
導
ス
タ
ッ
フ
研
修 

都道府県 最低賃金時間額 

埼玉県 1,028円  ( 987円） 

東京都   1,113 円  (1,072円） 

千葉県 1,026 円 （ 984円） 

群馬県   935円  （ 895円） 

栃木県  954円  （ 913円） 
 

出典: 厚生労働省ＨＰ (  )内は改定前 
＊発効年月日は 10月 1日（群馬県は 5日） 

令和５年度 
地域別最低賃金が改訂されました 

 当
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
Ｈ
Ｐ
に 

新
コ
ー
ナ
ー
が
で
き
ま
し
た
！ 

《障
害
者
雇
用
の
扉
》 

 

キ
ー
ワ
ー
ド
か
ら
読
み
解
き
、 

障
害
者
雇
用
を
わ
か
り
や
す
く 

解
説
し
ま
す
。 

   


